
33来年からできる ! グローバルな商業の授業

４．起業教育に関する実践報告

京都府立京都すばる高等学校
教諭　小川　建治

１．学校紹介
　本校は「京都府立商業高等学校」として1985年に開校。2003年に情報に関
する学科の設置に伴い「京都すばる高等学校」に校名変更した。今年度４月
に学科改編を行い、１年生は起業創造科・企画科・情報科学科、２年生と３
年生は会計科・企画科・ビジネス探
求科・情報科学科という編成になっ
ている。
　また、今年度より、文部科学省「地
域との連携による高等学校教育改革
推進事業（プロフェッショナル型）」
の指定を受けている。

２．新学科の取り組み
　起業創造科は、会計とマネジメント分野の学びをベースに、地域課題の解
決を通してアントレプレナーシップを育てることを目標としている。１学期
に、簿記の授業で伏見大手筋商店街へのフィールドワークを行ったほか、夏
休みには島根県雲南市で地域活性化の取り組みについて学んだ。企画科では
マーケティング分野の学びをベースに、観光やグローバルに関する授業を展
開する予定で、本日は先行的に実践している２・３年生の企画科やビジネス
探求科の授業について報告する。

高校における実践報告
来年からできる ! グローバルな商業の授業
　～新科目「観光ビジネス」の先行実践～
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１．学校紹介

２・３年生 会計科 ビジネス探求科 企画科 情報科学科

1年生 起業創造科 企画科 情報科学科

1985年 「京都府立商業高等学校」として開校
2003年 「京都府立京都すばる高等学校」に校名変更
2019年 学科改編

文科省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」指定校
商業に関する学科 情報に関する学科
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４　おわりに
　今回の企業分析事業研究の取組みでは、「産・官・学」の連携を生かし、
多くの方々にご指導いただけたことから普段できない学習内容に取り組めま
した。当初、事業企画の打ちあわせでは、「ニュースなどの事例を企業情報
と紐づけて考察する」ことは、高校生に難しいと思われましたが、授業を重
ねる中で個々の考察する力が、グループの仲間と共有することで互いの知識、
思考を補完しあう場面が見られました。このような学習の積み重ねが、アク
ティブラーニングとしての効果にもつながっていると考えられます。学習を
終えた生徒の感想からも十分学習成果を得られたことが実感でき、本校会計
科が目標とする企業会計人の育成に向けた実践的学習として取り組めたと思
います。「情報を理解するための必要な知識や時事ニュースに目を向けるな
ど実務として専門分野で活躍されている外部講師の招聘により指導助言をい
ただきました。その中でも「企業分析のための思考プロセスのポイント」を
受講した生徒および指導する側にとっても企業研究するうえで大きな財産と
なりました。これらの実践的な学習を通して、学んだ力をどのように活かし
ていくかが今後の課題とも考えます。企業分析事例研究で学んだことが、「企
業情報を自ら分析して、それを就職活動の指針」として企業比較や分析を行
うことが訪れた際に、身に付けた力を活用して、人生の選択の一助になるこ
とを期待しています。
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　販売実習の結果としては、損失が
出てしまった商品もあり、成功とは 
言えなかった。台湾の人々のニーズ
をしっかりと分析し、商品選定や
パッケージ、価格設定に生かすこ
とが求められる。また、台湾では「試
食」「試飲」が欠かせないことも分
かった。

　帰国後の生徒へのアンケートで
は、それらの課題に気付いたことも
含め、多くの学びがあったことが読
み取れる。
　アンケートの自由記述では、次の
ような回答があった。
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【販売実習の結果】 ※⑤⑦⑧⑨は削除・加工しています

学校名 連携
企業名 商品名

①販売
単価

（台湾元)
②販売
数量

③売上高
（台湾元）
【①×②】

④売上高
（日本円）
【③×3.44】

⑤仕入
単価

⑥仕入
数量

⑦仕入高
（売上原価）
【⑤×⑥】

⑧利益
【④ー⑦】

⑨企業別
利益

すばる 作島 ブレスレット 280 2 560 1,926 5
損失

すばる 作島 イヤリング 470 2 940 3,234 8

すばる 三星園 抹茶チョコレート 150 29 4,350 14,964 30

利益すばる 三星園 ほうじ茶チョコレート 150 24 3,600 12,384 30

すばる 三星園 抹茶クッキー 90 28 2,520 8,669 30

網野 うめや ばら寿司 310 9 2,790 9,598 30 損失

木津 ー お茶 200 20 4,000 13,760 20 利益

士林 TNC フィルターコーヒー 250 52 13,000 100
損失

士林 TNC コーヒー豆 180 34 6,120 100
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【生徒のアンケートより】（帰国後、参加生徒15人に実施）

③他校（士林高商を除く）との交流について
学校や学年を超え、協力して行動できたか

できなかった 0  (0%)

あまりできなかった 0  (0%)

少しできた 4 (27%)

できた 11 (73%)
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販売実習
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台北市内散策
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【生徒のアンケートより】（帰国後、参加生徒15人に実施）

②士林高商との交流について
交流を通じて、グローバルビジネスや語学をもっと勉強したいと思ったか

思わなかった 0  (0%)

あまり思わなかった 0  (0%)

少し思った 2 (13%)

思った 13 (87%)
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販売実習準備（お茶の試飲）
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販売実習
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【生徒のアンケートより】（帰国後、参加生徒15人に実施）

①商品の販売について
企業や商品の知識・京都についての基本情報をもとに、
積極的に販売活動ができたか

できた 0  (0%)

あまりできなかった 3 (20%)

少しできた 9 (60%)

できた 3 (20%)

３．授業実践
⑴　台北市立士林高級商業職業学校（台湾）との共同商品開発・販売実習
　このプロジェクトには、本校企
画科のほか、京都府立網野高等学
校企画経営科・京都府立木津高等
学校情報企画科も参加した。
本校では3年生の課題研究でこの内
容に取り組んだ。概要とスケジュー
ルは次の通りである。

　販売商品は、京都府北部の網野高校、中部の京都すばる高校、南部の木津
高校から、それぞれの地元の特長を生かしたものや地元企業と連携して開発
したものを選んだ。士林高級商業職業学校（以下、士林高商）も、地元企業
と共同開発したコーヒー豆を販売した。当初は日本と台湾でやり取りをしな
がら共同で商品開発を行う計画だったが、時間的な制約等から、それぞれ商
品を持ち寄り、パッケージやPOPのデザインで協力していくこととなった。
　台湾の新年度に合わせ、９月から月１回程度のWEB会議を行い、お互い
の商品の紹介をしたり、台湾で売る時の商品名や価格、パッケージデザイン
等について意見交換を行ったりした。２月11日～ 13日に２泊３日で台湾を訪
れ、販売実習のほか、士林高商の授業体験や台北市内の班別研修等を行った。
　士林高商はたいへん積極的・友好的で、２月の販売実習までだけでなく、
実習後にも振り返りのWEB会議を行い、３月には本校を訪問して共に販売
実習をした生徒同士が再会する機会を持つことができた。
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台北市立
士林高級商業職業学校
広告設計科

京都府立
網野高等学校
企画経営科

京都府立
京都すばる高等学校
企画科

京都府立
木津高等学校
情報企画科

【参加校】
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実施日 内容
7・8月 年間交流計画策定（台湾は9月から新年度のため）
9月14日 WEB会議① 自己紹介、学校・学科紹介

10月19日 WEB会議②
販売予定商品の説明と共有（商品名・コンセプト・仕様等）

11月9日 WEB会議③ パッケージデザインの制作
11月30日 WEB会議④ パッケージデザイン案の決定、POP等制作
12月21日 WEB会議⑤ 価格設定、販売実習や班別研修の打ち合わせ

2月11日～13日 台湾販売実習・学校交流

2月22日 WEB会議⑥
取り組みの振り返り、3月12日の来日交流に向けた打ち合わせ

3月12日 士林高商が来日し、学校交流

【スケジュール】（2018年度）
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販売実習準備（打ち合わせ）
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【概要】（2018年度）

参加校名 学科 生徒数 引率教員 販売商品 連携企業

京都すばる 企画科 3年生
11名

小川建治
他１名

ブレスレット
イヤリング
抹茶クッキー
チョコレート
（抹茶・ほうじ茶）

㈱作島

㈱三星園上林
三入本店

網野 企画
経営科

1年生
2名 １名 丹後ばらずし うめや本舗

木津 情報
企画科

2年生
2名 鹿俣拓也 深蒸しかぶせ茶 (校内生産)

士林高商 広告
設計科

2年生
25名 ３名 コーヒー豆 TNC珈琲
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歓迎式・学校紹介
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が、そこでさらに経営学を深く学びたいという思いが生まれた。これから
大学でもゼミやフィールドワークを通じて勉強していきたい。

【参加生徒（現：龍谷大学経営学部１回生）田原蒼嗣さん】
　台湾で交流したのが「広告設計科」というデザインを専攻する学科の生
徒だったので、一緒に販売実習をすると、こんな視点や表現方法があった
のかと驚くことが多かった。その経験を生かして、いま大学のビジネスプ
ランコンテストに、他の大学の人と合同チームを組んで応募しようと考え
ている。また今回の実習がきっかけで、大学の外国語の授業では中国語を
選択している。

　このほかにも、網野高校の生徒（参加当時２年生）が、国際系の大学への
進学を希望していると話していた。これも実習からつながったことの一つで
はないかと考えている。

⑵　体験型京都ツアーの企画
　ビジネス探求科「実用英会話」（学校設定科目）の中で行った。この授業
は商業科目であるが、英語科教員やALTも担当しているとても個性的で恵
まれた授業である。内容やスケジュールは以下の通り。

 

　スケジュールに関しては、もっと各部分で時間をかけて取り組む方がよい
と感じた。行程表は一度ワックジャパンさんにチェックしていただいたが、

2019.08.07 第23回 起業教育研究会 実践報告

【概要】
５．企画の設定（条件）

内容を考えやすくするため、下記の設定に基づいて企画する。これはワックジャパン様の顧客
層と一致している。
なお、最終プレゼンは、「旅行代理店に自分たちの企画をプレゼンする」という設定で行う。

①国・地域：ヨーロッパ
②人数：2名（夫婦・カップル・友人どうし）
③性別：問わない
④年齢：60代（退職後、時間とお金に比較的余裕のある人）
⑤時期：1～２月（閑散期）
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【スケジュール】（2018年度）

月日 A講座 B講座
11月28日（水） 概要説明（合同）

12月3日（月） 調査、企画 調査、企画

12月12日（水） 日本語行程表・原稿作成 日本語行程表・原稿作成

12月17日（月） 日本語プレゼン（合同）

12月19日（水） 英語行程表・原稿作成 英語行程表・原稿作成

1月9日（水） 英語行程表・原稿提出 英語行程表・原稿提出

1月16日（水） プレゼン練習 プレゼン練習

1月21日（月） 最終プレゼン（合同）① ※ワックジャパン様来校

1月23日（水） 最終プレゼン（合同）② ※ワックジャパン様来校
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【概要】
１．授業名
ビジネス探求科３年生「実用英会話」３６名（１８名×２講座）

２．目的
訪日外国人向け体験型ツアーの企画を通して、京都のビジネスを研究するとともに、英語で
の表現力を磨く。

３．連携企業
有限会社ワックジャパン様
外国人向け京都文化体験を提供する企業。http://wakjapan.jp/

４．授業の流れ
２講座をそれぞれ６班に分け、各班で「訪日外国人向け日帰り体験ツアー」を企画する。
最終日に、ワックジャパン様に英語で発表を行う。
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【概要】
５．企画の設定（条件）

⑥ニーズ：
【旅行代理店として】閑散期にも集客し、冬の京都を楽しんでいただきたい
【旅行者として】いわゆる有名観光地ではなく、まだ誰も知らないような、プライベート感のある
場所に行きたい。お茶や着物など伝統文化の体験だけでなく、本物の京都の暮らしを体験
したり、地元の人と交流したりしたい。できれば、1日のプランがひとつのテーマやコンセプトで統
一されているとなおよい
⑦時間：10:00京都駅発、16:00京都駅着。この間の6時間のプランを考える
⑧エリア：京都市内と宇治市内に限る
⑨交通手段：問わない（電車、バス、タクシー等）ただし、交通費も予算に含める
⑩予算：一人あたり¥20,000 ※ガイド料除く
⑪プレゼン時間：各班3分

 ・WEB会議では緊張して話せなかった英語も、実習の途中から積極的に話
しかけられるようになった。英語力が向上したとはあまり思わないけれど、
コミュニケーションを取ろうとする気持ちが持てるようになって、自信も
ついた。販売では、士林の人も含めて、全員がそれぞれ案を出したり手伝っ
たりして、苦手なところを補い合えたと思う。

 ・私たちの当たり前が当たり前ではない、ということを何回も感じました。
でも、台湾と日本が似ているなと思うところもありました。もっと台湾の
ことを知りたくなりました。

 ・士林の生徒がどんどんチラシを配ってくれていたが、受け取ってもらえな
いとその都度落ち込んで「どうしたらもらってくれるだろう」「渡し方を
変えてみようか」と話していた。自分は日本で販売実習を何度もしていて、
チラシは受け取ってもらえなくて当たり前だと思っているところがあった
ので、それを見て反省した。

 ・せっかく商品の魅力を分かっているのにうまく説明できず悔しかった。言
葉が通じないことはこんなにも不安なんだと実感した。そのぶん「何とし
ても伝えたい！」と思ったし、真剣に聞いてくれると嬉しかった。日本に
来る外国人の気持ちが分かった。

この販売実習に参加した３名から発表
【引率教員　木津高等学校　鹿俣拓也先生】

　木津は宇治茶の産地なので、それを商品として持って行った。結果的に
完売することができたが、その理由は何かと考えると、やはり台湾が「親
日」であることが大きかった。士林高商を訪問した時の歓迎ぶり、班別研
修でのもてなしなど、果たして私たちが日本で、外国の高校生を迎えて交
流するときに同じことができるだろうかと思った。観光ビジネスが商業科
目として始まるが、ホスピタリティが育まれるような授業展開が求められ
ると強く感じている。

【参加生徒（現：大阪商業大学総合経営学部１回生）平口夢菜さん】
　私は高校での学びで、身の回りにある何気ない広告や売り方にも注目す
るようになった。その集大成にあたるのが、台湾での実習だったと思う。
言葉が通じず、WEB会議や実習でもうまく伝えられないことが多かった
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４．「グローバルな商業の授業」のはじめかた
　「グローバルな商業」だけでなく、新たに取り組みを始めるとき、普段か
ら意識していることは、次の３点である。
　①「こういうことをしてみたい」とあちこちで口に出す

　校内（生徒や同僚、管理職）だけでなく、校外にも言いに行ってみる。
私の場合は他校の先生や行政（京都府・京都市・伏見区）、企業など。

　②とりあえず行ってみる
　大学や企業、セミナーなど、そこでの名刺交換から何かが始まるとき
がある。

　③小さくはじめる
　今年度、士林高商との相互ホームステイの計画があり、当初士林高商
からは「10人程度」という話があったが、「まずは３人から…」と答えた。
自分でコントロールできる範囲から始めて、周囲の協力を得ながら、徐々
に関係者を増やしていけば良いのではないか。

　これら、自分自身の「はじめかた」「やりかた」が正しいのかは分からない。
しかし、どの実践も周りの方々に助けられながら、私でもなんとかやってこ
られた内容なので、今回の実践報告を聞いて「自分にもできそう」と思って
いただけると嬉しい。

５．まとめ
　新学習指導要領の「観光ビジネス」
の項目のうち、今回の実践と関わっ
ているのは「観光ビジネスにおける
ホスピタリティの概念と重要性」「観
光の振興と地域社会におけるまちづ
くりとが連携することの意義」「観
光需要や観光目的に対応したまちづ
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検証（NTTドコモ「モバイル空間統計」の活用）
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研究・実践（区役所へ提案する）

京都新聞 ７月５日号

京都すばる高校生
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５．まとめ

新科目「観光ビジネス」の項目（新学習指導要領 第３節 商業「観光ビジネス」より）

観光に関する消費行動の変化による観光の多様化について
観光振興の組織について
観光ビジネスの各主体に関して、役割や業務などの概要及び関連する法規の概要
観光ビジネスにおけるホスピタリティの概念と重要性
観光ビジネスにおける接客方法と接客マナー
緊急時の対応体制の構築など安全管理について
観光の振興と地域社会におけるまちづくりとが連携することの意義
観光需要や観光目的に対応したまちづくりについて

せっかく指摘していただいた内容も、時間が足りずに改善しきれない部分が
あった。
　配付資料（ツアープランの見本など）は、私（商業科）が作ったものを英
語科の教員が英訳した。英語でのプレゼンにあたっては、ALTが原稿や発
音の指導をし、教科横断型の授業を展開できた。

　評価は、教員からの評価だけでなく、生徒相互の評価や企業の社員からの
評価も取り入れた。

⑶　訪日外国人の観光分散化の企画
　本校の近くにある伏見稲荷大社では、外国人参拝客が急増し、商店等が賑
わう一方で、交通混雑や放置ゴミなど、様々な問題が発生している。これら
の課題解決のため、昼間の時間帯に集中する外国人に対し、早朝に訪問して
もらうよう促したり、伏見区内の別の名所を案内したりすることで、混雑の
緩和を図る研究を行っている。

　研究にあたり、現地調査をしたり、大学の先生からのアドバイスをいただ
いたりしたほか、ＮＴＴドコモの「モバイル空間統計」を活用し、観光客の
属性を分析する活動も行った。
　現在は、SNSで早朝参拝を促す情報を発信しながら、伏見区内の名所を
紹介するパンフレットを作成している。そしてそれらの取り組みを行政（伏
見区役所深草支所）のまちづくり会議で報告・提案させていただいた。
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【評価】
①提出物
（日本語行程表、英語行程表、プレゼン原稿）

②プレゼン相互評価・投票
（生徒どうしで評価する） →評価用紙の例

③プレゼン教員評価
（商業科教員・英語科教員・AETで、
それぞれ別の評価用紙を使用）

④ワックジャパン様の評価
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現状分析（現地調査）
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配付資料の例

Group Tour Plannig

Aim of the trip：to make heart and body warm in kyo-machi-ya and sento.

Targeted group: Two Females who are interested in machiya in Kyoto and

Japanese culture of public bath.

Concept:

We focus on what they can enjoy indoors and make them warm, because

the winter in Kyoto is severe. Also, all the employers in WAK JAPAN are

females, so we think it important that female participants and a guide

enjoy activities together. In our tour, they enjoy Japanese life style in Kyo-

machi-ya in the morning and they have fun in Japanese traditional

architecture, taking a sento, Japanese public bathhouse.

time destination and activities content cost

10:00 Meet in Kyoto Station

10:10

10:30

11:15

12:00

13:30

To “Wakuwaku-kan” by a taxi

Arrive at “Wakuwaku-kan” and a
tour at Machiya

Cook Japanese omelet at Tori-
niwa

Lunch

To Gion by a taxi

Know about real
Japanese life style in
machiya

Experience cooking at a
Japanese style of a
kitchen at Kyo-machi-ya

Enjoy a box lunch full of
Kyoto vegetables with
their own Japanese
omelet

taxi ¥1,000

ingredients
¥500

a box lunch
¥3,000

taxi  ¥600

14:00

15:30

Walk around Gion Shirakawa
Stone Paving and go to a sento
“Yanagi-yu” in Sanjo Hanamikoji

To Kyoto Station by a taxi

Enjoy an appearance of
the building, retro-
furnishings, and
splendid pictures on wall
tiles.
Given a lecture about
how to enjoy a sento by
a landlady.

admission
¥430

taxi ¥1,000

16:00 Arrive at Kyoto Station
total ¥6,530
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【概要】
１．授業名
企画科３年生「課題研究（地域産業研究）」 １２名

２．目的
伏見稲荷大社の混雑緩和策の企画・提案・実践を通じて、企画科での３年間の学習の
総まとめを行う。

３．連携企業
伏見区役所深草支所、NTTドコモ ほか

４．授業の流れ
現状分析→仮説の設定→企画→研究・実践→検証→まとめ
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５．大阪商業大学における起業教育　取組紹介

　全国高等学校ビジネスアイディア甲子園は、「世に役立つ人物の養成」と
いう大阪商業大学の建学理念に基づき、社会の変化に対応し、自立した人材
育成を促進するのが目的として、「起業教育」の実践の場として2002年に創
設されました。チャレンジ精神や、問題発見能力、コミュニケーション能力
などを養う場として活用されています。今回は全国155校から5,706件の応募
がありました。書類審査をもとに、７件が最終審査に進出しました。それぞ
れ５分間のプレゼンテーションを実施し、新規性や実現性、表現力などを審
査員10人が総合的に評価しました。
　運営は、在学生を対象にした「大商大ビジネス・アイディアコンテスト」
で受賞した学生ら８人が担当しました。審査の待ち時間には、参加者の出身
地とビジネスや起業家にまつわるクイズなどが行われ、参加者同士が交流を
深めました。

①第18回 全国高等学校ビジネスアイディア甲子園
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くりについて」の３点である。新科目の授業内容の組み立てに際しては、他
の項目も含めてバランスよく構成することに加え、各校の地域特性や実情に
合わせた内容が入ると面白いと思う。それを共有することで、特徴ある新科
目が全国に広がっていくのではないか。


